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幼児期は人格形成の根幹をつ<り生涯にわたる基礎を培う大切
な時です。子どもの力よ自由な遊びと楽しさから育ちます。豊

がな経験をた<さんして多<の友だちとがかわり、一緒に生活
し、心も体もた<ま し<賢<なるように真剣に対処し、未来の
可台副生を信じて毎日を大切に保育しています。

当園のねらいは「職員一人ひとりが子ども一人ひとりを/しから

愛し、その心に寄り添い、よいところを誉めて励まし、その発

達を援助してい<ことです。」
皆が元気いつぱい遊び、物事に挑戦し、成功体験を多<してい
て、自信を持つているので、園内|ま しヽつも笑顔と輝<目、活気
に満ちています。

子どもも教師も保護者も互いに愛され有能感をもって生活で

き、生きがいのある幼稚園|こ したいと勤めています。

旱蓼牢該佗饒盪
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●慾感崚潔
=1意

ひとリー人の個性を大切にし、

よい習慣及び、よい集団を育て、

生きる力を育てます。

:ヽ明ろ<元気で、挨拶のできる子

仲ヽ良<、楽し<遊べる子
■豊かで思いやりの心をもつ子

ヽた<ま し<頑張る子
■善悪がわかり、我慢のできる子

組立体操



当園は、た<さんの友達との「あそび」の中で様々な体験をし、
健康な体とノさを育てるために望ましい環境構成をし「元気に楽

し<、 頑張ろ幼稚園」をめざしています。

その根底には「愛情。信頼・感謝」があります。

愛情は人々がらの優しい対処や思いやりから生まれます。信頼

は誡実な努力と実践から育ち、感謝の/いは、あふれる愛情、フト

からの信頼によつて育ちます。安全 |こ留意し、社会のルールを

守れる人となれるように配慮し保育していきます。
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入園対象児向けに幼稚園生活に触れる

機会を予定しています。

○ すくすくひろば
月 2～ 3回のベースで行つております。
(駐車場の関係で園イ予事と重ならない日)

詳細はあ電話にてお問い合わせ下さい。

。        8027-373-0037
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入園式

給食開始

身体漫l定

春の遠足

1建康診断

保育参観

土躍参観

個人面接

夏まつり

プール開き

お ,白 り保育

夏季休業

始業式

園では、楽しい思い出を
た<さんつ<りながら
明るい子供を育みます !
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「親子登園デー」
(未就園児教室)

ご家庭の育児サポートとして

親子で遊びにきていただ<プ
11.  じイルームがあります。
・    また、子育て相談等も行って

います。

(別棟「キッスランド」にて)

公園で

ヽ
　
・　
一
一

動物/3Nれあい

鯰主な衝事

鞣

肛



翡茫馘絨睫夢多録琲蓼勒軋晰該蛛趾藝饒鞣颯魏鬱

運動会
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運動会
園外保育
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園外保育
りんご狩り

楽器遊び

七五三祝

保育 8き間終了後、ご希望 |こ応じて、保育 8寺間を延長し、お子様をお預かりする
“お預かり保育"もあります3時間や料金等の詳細につきましては、
お問い合わせ下さい。保育時間・内容については、年齢、季節等により変更します。

14:30   14:45^´ 16:30

発表会   お正月遊び   豆まき   お<るつどい
冬の自然   保育参観   祖父母の日   卒園式

夏まつり プールで お泊り保育

消防署見学 りんご狩り
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読み間がせ 箕郷芝桜公園見学おみせごっこ
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大 き <羽 ばたこう。
子どもたちは初めて経験する集団生活で様々な経験を

します。又、同年齢の友だち 。年長の仲間・先生と関わ

ることで、自我の発達が顕著 |こ表れます。この B寺期の子

どもにとって重要なことは自分の抱 <,5奇心や探求心を

/3・ <らませて、発見ずる喜びを知り、満足感を得るとい

うことです。それが発想や言葉の豊かさ、自分に自信を

持ち、他者を認め尊6心をも育みます。

当園は、子どもひとリー人の成長しようとする心のサ

ポートを何より大切にしています。
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群馬高等家政女学校併設として開園

設置者/飯塚てつ 園長/飯塚半兵衛
群馬県知事認可 定員80名
園バス運行開始

学校法人設立 定員200名
理事長/飯塚修二 園長/飯塚テル子
園歌の制定

三階建て園舎に改築

群馬県指定公開保育研究発表

飯塚テル子 永年勤続群馬県知事表彰
関東ブロック研究会発表群馬県代表

飯塚修二 勲五等双光旭日章受賞 (皇居)

ホームベージ開設

親子図書館の開設

満 3歳児保育開始

遊戯室改築及び2教室増設

英会話教室開始

10ク ラスとなる

高崎市へ合併

園バス3台運行する

鉄骨三階建て4教室、トイレ等建築完成

屋根、外壁、床、階段他の全面修繕

12クラスとなる

高崎南幼保小11ブロック研究発表

昭和36年 4月

37年 2月

49年 5月

51年 3月

60年 4月

平成 5年 3月

7年10月

10年 1月

10年 8月

11年 5月

11年10月

12年 2月

12年 4月

12年12月

14年 4月

15年 4月

18年 1月

18年 4月

19年 3月

19年 8月

20年 4用

20年10月

体操教室 みんなと楽し<
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*お問い合わせ先 *

学校法人飯塚学園

清風幼稚園
T370-3531

群馬県高崎市足門町830-2

丁EL 027-373-0037
FAX 027-372-1830

園内の様子はホームベージであ知らせしています。
http://www2u.biglobe.ne.jp/～ seifuu/

メーリレ:seifuu(pm∨ i.biglobe.ne.jp


